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評価委員会のコメント： 

 

○評価できる点、推進すべき点、研究事業にとって必要である理由 

当該疾患に関して一定の症例数を集積した結果である。 

計画よりも投与症例数が少ないが、一通りのデータ収集及び解析は行われている。研究進捗状況及び

これまでの結果が事後評価報告書に分かりやすく記載されている。 

 

 

○疑問点、改善すべき点、その他助言等 

本研究の目的を達成するためには、研究者主導の臨床試験を実施するべきであったと思われる。観察

研究としたため、ナルフラフィン塩酸塩を投与に関して処方バイアスが存在すると思われる。 

目的、十分とされる症例数を得ることができなかった。特定の方法で治療した症例のみの検討によっ

て治療効果を判断しようとする方法の再検討が望まれる。 

診療ガイドラインのためのエビデンス創出、学会抄録の先がないと。 

研究成果を踏まえた診療ガイドライン改訂は期間内に間に合うのか？ 
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